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鳥の博物館手賀沼定例観察会

　
鳥の子育て

 【５月のテーマ】　

　　案内人：弘實さと子（鳥の博物館市民スタッフ）

 

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

 　今年年も⿃鳥の⼦子育ての季節が到来しました。繁殖期は、⿃鳥にとっ
ては１年年間の⾏行行動スケジュールの中で最も⼤大切切な時期です。⼦子孫
を残すためのパートナー探しからヒナの⾃自⽴立立までの間、⿃鳥たちは
さまざまな⾏行行動を⾒見見せてくれます。	
  

 　今回は、⼿手賀沼遊歩道を歩きながら、⿃鳥の⼦子育てに関連する⾏行行
動を観察してみましょう。どのような姿が⾒見見られるでしょうか。	
  

▲鳥の博物館のテラスにある巣へ餌の昆虫を運ぶスズメ。	




鳥の繁殖行動  

てがたんコースではこのような鳥の繁殖行動が見られます。	


巣材運び	


給餌	
抱卵	


鳥の卵とヒナ  
鳥の卵いろいろ  

ヒナの成長  

オオヨシキリ	


スズメ	


コブハクチョウ	
 カイツブリ	


ウグイスの卵	
 ムクドリの卵	


ヒヨドリの卵	
 キジの卵	


スズメのヒナ	
カルガモのヒナ	


羽毛が生え揃った状態で孵化します。	
  
孵化してからすぐに歩くことができます。	
  

羽毛が生えていない状態で孵化します。	
  
孵化直後は動くことができません。	


卵の形や色、模様など、特徴は種によって異なります。	


早成性	
 晩成性	


ヒナの成長のタイプは、早成性と晩成性の２つに大きく分けられます。	


相互羽繕い	


キジバト	


斑がある卵	
 斑が無い卵	


赤い卵	
 青い卵	


さえずり	


交尾	


スズメ	



